






要約:冠動脈内ニ卜ロール(ISDN)注入にて、冠動脈の拡張性について川崎病患者49 例と非

川崎病患者 14 例において検討した。ISDN 負荷前後での拡張率を比較検討した結果、正常

群 13.5±10.9%、消退後早期群 13.8±5.9%、消退後後期群 9.4±10.2%、異常群 5.5±62%

であった。異常群は、消退後早期群に比べ有意に拡張率の低下を認めた。また消退後後期

群も消退後早期群に比べ拡張率の低下傾向を認め、異常群だけでなく消退例も動脈硬化の

危険因子となる可能性が示唆された。 


